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地域文化のリーダー・指導者としての活躍を期待

新進芸術家国内研修支援事業の募集

「佐世保市文化振興基本計画」（平成20年3月策定）の
重点プロジェクトの取り組みの一つである「新進芸術
家国内研修支援事業」の希望者を募集します。

事業内容 音楽・舞踊・演劇・美術・伝統芸能等の芸
術家、アートマネジメント担当者など新進
芸術家が、専門性を高め、地域文化のリー
ダー・指導者として活躍することを目的に
受講する研修の費用の一部を助成

対象研修 大学、文化施設等の研修機関が実施する研
修で、来年3月末までに完了するもの（単な
る視察、講習会の聴講等は対象外）

対 象 者 18歳以上の市民で、専門とする分野での活
動実績があり、研修機関等の受け入れ許可
を受けている人（過去に同支援を受けてい
ない人）など

締め切り 6月30日（水）
※詳しくはお尋ねを（市ホームページにも掲載）。

冗文化振興課 緯24-1111

みんなで作り上げる門出の日

成人式典の検討委員を募集

平成23年成人式典の企画や当日の運営スタッフを募
集します。

対 象 市内在住者で、①23年の対象者（平成2年4
月2日～3年4月1日生まれ）②24年の対象者
（平成3年4月2日～4年4月1日生まれ）

募集人数 ①②各4人
応募方法 「成人式典検討委員希望」と明記し、住所、

氏名（ふりがな）、生年月日、性別、職場ま
たは学校名・学年、電話番号を書いて次の
いずれかで社会教育課へ
・郵送 〒857-8585（住所不要）
・ファクス 25-9682
・Eメール syakai@city.sasebo.lg.jp

締め切り 6月30日（水） ※郵送は消印有効。
※昨年の検討委員4人も参加します。
※②は24年の式典検討委員としてもご協力いただきます。

冗社会教育課 緯24-1111

被害を最小限に抑えるために

洪水ハザードマップの活用を

本市では、洪水が発生したときに適切な避難行動で
被害を最小限に抑えることができるよう「洪水ハザー
ドマップ」（洪水避難地図）を作成しました。活用して
ください。

対象河川 相浦川、早岐川、宮村川、江迎川
掲載内容 浸水が予想される範囲や深さ、避難場所、

避難時の危険個所など
配付場所 河川課、各支所・行政センター
※災害時の避難行動や連絡方法などについて、日ごろ
から家庭や地域で確認し合っておくことが大切です。

冗河川課 緯24-1111

漁業の実態を把握

2008年漁業センサス調査結果

漁業センサスは、漁業の生産・就業構造を明らかにす
るとともに漁村、流通・加工業などの実態を把握し、
水産行政の推進に必要な資料の整備を目的とした調査
です。平成20年11月1日現在で実施された調査の結果
が農林水産省から公表されましたので、お知らせしま
す（詳しくは同省ホームページをご覧ください）。

海面漁業の漁業経営体数、漁業就業者数（人）

※15年の結果には旧宇久町、旧小佐々町の結果を、20
年の結果には旧鹿町町の結果を含んでいます。

※ことし10月1日現在で「平成22年国勢調査」が実施さ
れます。皆さんのご協力をお願いします。

冗政策経営課 緯24-1111

平成20年平成15年
地域別 漁業

就業者数
漁業

経営体数
漁業

就業者数
漁業

経営体数

1,9606922,061843佐世保市

17,4668,84920,09110,756長崎県

221,908115,196238,371132,417全国
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少子高齢化や人口減少など、大きく社会が変化する中、行政には市民の皆さん

のニーズに柔軟に対応できる効率的な市政運営が求められています。本市では

そうした市政運営を実現するため、「佐世保市行財政改革基本指針及び実施計画

（集中改革プラン対応版）」（計画期間：平成17～21年度）を策定し、行政サー

ビスや仕事のやり方の見直し、組織の再編など、さまざまな行財政改革に取り組

んできました。現在の取り組みなどと併せて、その主なものをお知らせします。

柔軟で効率的な行政運営を目指して

行財政改革に取り組んでいます

行政活動の再構築

暫行政が行う施策や業務を「成果」の視点でチェッ
クし、改善していく「行政評価」を予算や決算
時など幅広く活用できるように拡充しました。
また平成19年度からは「窓口サービスお客様ア
ンケート」「施設利用サービスお客様アンケート」
を実施し、サービスの改善に生かしています。

暫市の施設に対する指定管理者制度の導入、保育
所の民間委託・移譲など、民間の力を活用した施
設サービスの維持・向上を図っています。

暫市民の皆さんの利便性を高めるため、インターネッ
トを利用した「市の施設予約システム」（20年度）、
「市役所への質問検索サービス」（21年度）を導入
し、サービスの改善を図っています。

行政体制の整備
暫業務体制の効率化・見直しを図るため、職員定数
を17年度から21年度までの5年間で公営企業を
含め180人削減しました（目標は169人）。また特
殊勤務手当の見直しを行い、消毒手当などを廃
止しました。

暫政策課題への対応や業務の機動性を高めるため、
20年度から21年度に「子ども未来部」や「企業立
地・観光物産振興局」などを新設しました。また
公営企業（交通局、水道局、総合病院）の健全経
営を進めるため、次のとおり業務の見直しを行
いました（交通局による子会社へ運行管理の委
託、水道局による浄水場運転管理委託・滞納整理

業務の委託等、総合病院の経営体制の見直しに伴
う公営企業法の全部適用・看護体制の充実など）。
引き続き業務の見直しに取り組んでいきます。

財政の健全化
暫税の収納効率の向上を図る
とともに、18年度から広報
紙や市ホームページへの有
料広告制度を導入し、ま
た20年度から住民参加型
市場公募債（九十九島債）を
発行するなど、新たな財源
の確保に取り組んでいます。

暫年度ごとの実質的な収支均衡を達成するため、
経常経費（人件費、公債費など義務的経費）の縮
減やプライマリーバランスの黒字化（市債の発
行を元金償還の範囲内に抑え、市債残高を減ら
していくこと）に取り組み、将来の公債費負担の
てい減など堅調な行財政運営に努めています。

市民とのパートナーシップの構築

市民協働フォーラムの開催や市民公益活動を支援
する基金の創設（17年度）、提案公募型協働モデル
事業の実施（21年度）などに取り組み、市民と行政
が協働でまちづくりに取り組むための「市民協働」
を推進しています。

冗行財政改革推進局 緯24-1111
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